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穏やかな風が吹く港町、 フリーマントルにも州の遺産は盛りだく

さん ! 遺産巡りのゴールはもうすぐだ！
F-2

穏やかな風が吹く港町、 フリーマントルにも州の遺産は盛りだく

さん ! 遺産巡りのゴールはもうすぐだ！

開拓の開始以来、港町であるフリーマントルの

交通の中心として活躍した歴史的価値の高い建

物。ホーム全体に屋根があるのは、WA州内で

パース駅とフリーマントル駅のみ。

Phillimore St.Fremantle

Fremantle Railway Station 
フリーマントル駅

駅の入口の屋根にある白鳥の模型は、 全部で

○体？　数字を当てよう！

Fremantle Post Offi ce
フリーマントル郵便局

壁に書かれてある建物 （写真上） の名前は、

Market St. 側と Short St. 側では、 1 単語だ

け違う。 Market St. 側にある最初の単語の頭文字は？

フリーマントルの町と港を見下ろせる

高台にあり、戦争の記念碑がいくつも

並ぶ。その中の 1つに、オーストラリ

アで最初の海軍兵の記念碑がある。春

や夏の間は涼しい風が吹き、観光客だ

けでなく地元の人々にも人気がある。

High, Knutsford & Bateman 
Sts. Fremantle

Monument Hill & War Memorials
モニュメント ・ ヒル & 戦争記念碑

上の写真の右にある記念碑の名前の頭文字は？

� F-1 より徒歩 2 分 �

歩いて、 見て、 答えて、 賞品ゲット！  あの場所、 あの建物、 実は遺産だったんです。

F-1 El
de

r P
l.N

Market St.

建てられた場所、3階建ての大きな建物といっ

たことからも、フリーマントルで郵便と電報

がいかに重要だったかを物語っている。また

フリーマントルから街への玄関口

にあるため、建物の壮大さは街の

象徴的な建造物とも言われてい

る。1907年に完成。

13 - 15 Market St.
Fremantle

1861年に、精神障害者のための施設として囚人により建設、

フリーマントル刑務所ができるまでは、フリーマントルで最

大の公共建造物だった。現在は、芸術と歴

史を人々に伝えていて社会的貢献度が高い。

1 Finnerty St. Fremantle

Museum & Arts Centre
博物館 & アート ・ センター

入って右側の博物館手前の壁にある右

写真のプレートの 4 桁の数字を足すと

答えが18になる。 YesならY、NoならNを選ぼう！

フリーマントルの発展のために欠か

せなかった法律の施行を受けもった。

1884年建設。現在は、大学法学部の模

擬裁判の授業などに利用されている。

Cnr Marine Tce & Mouat St. 
Fremantle

Court House　旧裁判所

建物正面のプレート （右写真） に、 現在この建物を使用し

ている大学名が記されているが、 その大学名の頭文字は？

1831年に建てられたWA州で最初で最古のヨー

ロッパ風の公共建造物であり、民事刑務所とし

て使用された。アーサーヘッドは、初めてヨー

ロッパ人が上陸した場所として知られている。

Cnr Marine Tce & Mouat St. Fremantle

Round House & Arthur Head
Reserve ラウンドハウス & アーサーヘッド ・ リザーブ

建物の裏にある右写真の大砲付近にある看板によると、 大砲の使

用が再開 （Re-activated） されたのは 199 ○年。○内を埋めよう！

F-3 South Tce.

High St.

F-7

F-8

F-9

Pa
rry

 S
t.

F-6

F-4

F-5

� 電車フリーマントル線、 フリーマントル駅下車 �

� F-2 より徒歩 10 分 � � F-3 より徒歩 5 分 �

� フリーマントル CAT25 番乗車、 4 番下車　徒歩 10 分 � � フリーマントル CAT5 番乗車、 6 番下車　徒歩 1 分 �

�  フリーマントル (2) に続く �
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